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　２０１１年１２月１４日
　　　地方本部　執行委員長
　　　　　〃　　　青年（青年女性）・部長
　　　　　〃　　　女性部長
各　単組総支部　執行委員長　　様　
　　　　　〃　　　青年（青年女性）・部長
　　　　　〃　　　女性部長
　　　道　本　部　青　年　部　幹　事
　　　　　〃　　　女性部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治労北海道本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行委員長　山　上　　潔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女性部長　　戸　村　のぞ美

　青年部長　　牧　野　長　武
北海道職員への独自削減提案に抗議する『怒布』行動について
　連日のご奮闘に対し心から敬意を表します。
この間、道職員には1999年から13年間の長期にわたり、独自削減が行われてきました。とりわけ、2005年からは月例給の一律10％、2007年からは7.5％と大幅な削減が行われ、道職員の仲間からも切実な生活実態、独自削減に対する怒りの声が出されています。
こうしたなか、11月25日に高橋知事・道及び道教委当局は、①期間は、2012年度から2014年度の３年間とし、②月例給は５．５％削減（管理職９％削減）、③一時金の職務加算は、一般職１／４凍結、④管理職手当の支給額を２０％削減、⑤査定昇給に係る上位区分（特別昇給相当分）の凍結などとする独自削減提案を行ってきました。今回の提案は、４年前に約束違反で続けた7.5％の独自削減措置を、さらに反故にするものであり、許せるものではありません。

地公三者共闘（全道庁労連、北教組、自治労道本部）は、１２月９日に要求書を提出し、１２月１６日の副知事交渉を皮切りに、１月２７日を山場と設定して、たたかいを展開していきます。
道本部青年部・女性部として、下記のとおり『怒布』行動を取り組み、この間の労使の約束を反故にし、相次ぐ道財政再建計画の破綻の責任を労働者に押し付ける高橋知事・道当局に抗議していきます。
年末年始を迎えたなかで緊急の取り組みとなりますが、この間、道職員の賃金の動向が市町村にも影響を与えてきたことを認識するとともに、厳しいたたかいを続ける全道庁労連の仲間を支援し、ともにたたかっていくためにも、積極的な取り組みをお願いします。

記
１．道職員の独自削減提案に抗議する『怒布』行動

・各単組で怒布を作成し、道本部に送付してください。
２．『怒布』の送付先

・自治労北海道本部　青年部　牧野　宛

　住所　札幌市北区北６条西７丁目　北海道自治労会館　２階

　電話　０１１－７４７－３２１１
３．行動日程

・１月１０日（火）　道本部必着

　４．『怒布』作成例



　　　・これ以上の賃金削減は絶対にゆるさない！

　　　・厳しい生活実態に目を向けろ！これ以上の賃金削減は許さない！
　　　・知事は約束を守れ！独自削減は停止しろ！
　　　・相次ぐ財政再建計画の破綻の責任を押し付けるな！

　　　　　など、みなさんの怒りの声を『赤い布』に記載してください。

　
５．その他

　・今後、基本組織でも『「給与の独自削減措置提案」及び「現給保障措置の廃止」に反対する署名行動』が行われますので、署名行動の取り組み強化もよろしくお願いします。

※不明な点は、道本部青年部（牧野・萩原）、女性部（上島）までご連絡をください。
　　電話　０１１－７４７－３２１１
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